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図　　成長戦略の５つの柱同士の関係性のイメージ
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図　　第２次宇陀市総合計画の計画期間

計画の構成と期間

基本構想　（１２年間）

宇陀市のまちづくりにおける「基本理念」、
「将来像」、「目指すまちの姿」、「実現に向
けた目標」、「施策の方向性」を示します。
計画期間は１２年間とし、宇陀市のまちづく
りの長期的な指針を示します。

基本計画　（4年ごとに改訂）

基本構想に基づき「将来像」、「目指すま
ちの姿」を達成するための「具体的な施策」
を体系的に示します。宇陀市を取り巻く環
境の変化を施策に機動的に反映するため、
基本計画は４年ごとに改訂します。

宇陀市まち・ひと・しごと創生総合戦略
第３期 第４期

一体

２０１８年度 ２０２６年度２０２２年度 ２０３０年度

第 2 次宇陀市総合計画基本構想

４年間４年間４年間

前期基本計画 中期基本計画 後期基本計画

１２年間

第１期 第２期

一体 一体

基本構想
2018～2029

後期基本計画
2026～2029

基本理念

将来像

施策

目指すまちの姿

施策の方向性

　総合計画は、宇陀市の長期的なまちづくりの指針として、目指すべき将来像とその実現に向けた施
策を網羅的かつ総合的に位置づける市の最上位計画で、基本構想と基本計画で構成します。

　総合計画に位置づける施策のうち、人口減少への対応等に向け、後期基本計画の 4 年間で特に注力
する施策を成長戦略として位置付けます。成長戦略は国の地方創生 2.0 との対応を考慮しつつ、右記
の５つの柱で構成します。

後期基本計画における宇陀市の成長戦略

 「宇陀でくらす」は、いま宇陀市で生活している全ての宇陀市民の暮らしを良くして

いくことが第一であるとの考えのもと、５つの柱の「土台」として位置付けます。

「宇陀ではたらく」「宇陀とかかわる」「宇陀とつながる」の３つの柱は、市民の暮ら

しを充実しながら、将来にわたって宇陀市を存続させていくために必要な施策を展開

していくとの考えのもと、「宇陀でくらす」の上に各柱が乗っているイメージとします。

 「宇陀ですすめる」は、GX・DXなどの社会変革の推進により、各施策の推進を側面支

援するとの考えのもと、残る４つの柱を包括的に支えるイメージとします。

５つの柱同士の関係性のイメージ

　2026年1月1日、宇陀市は市制20周年を迎えました。市制20年のキャッ

チフレーズ「未来へつなぐ宇陀のわ」には、「輪」（人のつながり）「和」（協働・

地域のやさしさ）「環」（自然や文化のめぐり）など様 な々意味を込めています。

この「わ」を強く、大きくするために、市民一人ひとりがその中心となっていた

だき、魅力ある健幸なまちづくりを進めてまいりましょう。

　2026年度から始まる第2次宇陀市総合計画後期基本計画は、これまで市民のみなさまとともに築

いた絆と成果をもとに、公民が連携して、豊かな自然と歴史、文化が息づく宇陀市を未来へ進めて

いくための計画です。

　後期基本計画では、市民のみなさまの暮らしを支え、すべての世代が安心して豊かに暮らしてい

けるまちを目指して挑戦していきます。挑戦するまちには未来があります。今後もみなさまのご支援、

ご協力を力にして、地域の課題解決に向けて挑戦を続けてまいります。どうぞ、よろしくお願い申し

上げます。
2026年3月

宇陀市長

未来へつなぐ宇陀のわ ～誰もが輝く宇陀市を目指して～
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宇陀とかかわる
～安心の移住定住・交流まちづくり～3.

最重要プロジェクト
空き家活用と暮らしの支援による移住定住の促進

●  空き家の利活用による移住定住の推進
●  ライフステージに応じた支援の実施による定住の促進

くらす

すすめる

はたらく

つながる

かかわる

宇陀ですすめる
～安心の次世代まちづくり～5.

最重要プロジェクト

DXによる行政サービスの効率化と利便性の向上

●  データやデジタル技術を活用した事務の効率化
● マイナンバーカードを活用した行政手続きの簡素化

つながる

くらす

すすめる

かかわるはたらく

宇陀とつながる
～安心の協働まちづくり～4.

最重要プロジェクト
公民連携まちづくりの推進

●  公民連携まちづくりプラットフォームの推進
●  公民連携による地域課題の解消

くらす

すすめる

はたらく かかわる

つながる

奈良県東部地域における医療連携の強化

● 近隣自治体との連携による安定的な医療提供体制の維持・確保
● 奈良県東部地域の中核病院としてへき地医療拠点病院である
     市立病院の機能強化

関係人口の増加を目的とした滞在・交流型観光の推進

● 宇陀市の魅力を伝えるPR、イベント企画、地域資源活用の推進
● 伊勢本街道を活用した滞在・交流型観光の推進

ゼロカーボンシティの実現に向けた取組みの推進

● 電気自動車等の導入促進
● 住宅の省エネルギー化改修の推進

FMの推進による公共施設等適正化の推進

● 経営的な視点で公共施設等の質・量・費用の最適化
● デジタルマネジメントの推進

将来世代に責任ある財政運営

● 事業の選択と集中による地方債の発行抑制
● ふるさと応援寄付制度を活用した財源の安定的確保

GX・DX人材の育成

● 未来を切り拓くデジタル人材の育成・確保
● 職員のデジタルリテラシーの向上とデジタル人材の育成

多様な主体との連携で挑む交通・移動の課題解決

● 多様な主体の参画による地域公共交通の推進
● デジタル技術を活用した地域公共交通の利便
　 性向上と次世代移送手段の検討

企業版ふるさと納税を活かした地域活性化プロジェクト

● 新たな財源確保と企業連携の推進
● 宇陀を応援する企業との連携強化

地域力を高める地域活動の継続支援

● 自治会・まちづくり協議会の連携と活動支援
● 市民と議会、行政との協働のまちづくりの推進

安心な暮らしを支える道路整備の推進

● 国道165号（中和津道路）の整備推進
● 道路・橋梁補修による安全な道路環境の確保

公民連携プラットフォームの
井戸端会議の様子

空き家を活用した宿泊施設

らくらく窓口の様子

成長戦略の 5つの柱

“最重要プロジェクト” は、各柱の中で最も注力する施策です。

宇陀ではたらく
～安心の地域経済・人を育てるまちづくり～2.

最重要プロジェクト
地元事業者の経営基盤強化と事業承継の支援

●  地元企業の経営基盤強化と事業承継の支援
●  地域内連携を促進する中小企業経営支援

つながる

くらす

すすめる

かかわるはたらく

宇陀でくらす 
～安心の子育て・健幸まちづくり～１. つながる

くらす

はたらく

すすめる

かかわる最重要プロジェクト
医療•介護•福祉の連携体制の強化

●  うだ健幸プラザを核とした保健福祉機能の強化
●  官民•地域が一体となって取り組む認知症予防

みんなでつくるウェルネスシティ宇陀市

● 全年代の元気人口の増加
● 社会参加や居場所づくり推進

一人ひとりが輝ける共生社会の実現

● 人権教育・啓発の推進
● 相談支援体制の充実

ごみ処理施設の整備と資源循環の推進

● ごみ処理施設の整備による処理体制の広域化
● 効率的で持続可能な収集体制の構築

地域医療の充実とデジタル化の推進

● 宇陀けあネットの活用による
     医療 • 介護連携の効率化

安心して子育てができる支援体制の整備

● 安心して過ごせる子どもの居場所づくりの支援
● 妊娠期から切れ目のない子育てサポートの推進

災害対応力の強化と安全な暮らしの実現

● 避難所設備の強化により災害に強いまちを推進
● 安全・安心メールなどの活用により防災情報等
　 の発信を強化

子どもたちの未来を育む教育環境の整備

● 地域とともに進める学校の適正化
● エストニアとの交流による人材育成の推進

ニーズに応じた地域公共交通の確保

● 共助型 • 参加型の地域公共交通の推進
● 地域住民と観光振興を支える交通ネットワークの構築

宇陀の資源を活かした産業の育成と企業誘致

● 地域商社を核とした地場産業の振興と育成
● 地域資源を活かした企業誘致と起業支援
● 薬草を活かした地域産業の創出

担い手育成と農林業経営の安定化

● 全国初のオーガニックビレッジ宣言都市としての取組促進
● 新規就農者の安定的な経営確立に向けた支援の充実

地区特性を踏まえた土地活用と地域再生の推進

● 市街化調整区域における土地の利用促進

森林整備と資源循環の推進

● 森林環境譲与税等を活用した森林環境整備の促進

中小企業等振興基本条例
キックオフミーティングの
開催風景

うだ健幸プラザ
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目指す
まちの姿
22 暮らしやすいまち

施策の方向性

2-1 施策の方向性 みんなが住み良いまちづくりの実現

景観、住環境の維持・向上を図ります1 

地域と連携した安全・安心な暮らしを確保します2 

2-2 施策の方向性 移住・定住の促進強化

地域の特性に応じた土地の有効利用を促進します1 

移住・定住者が安心して暮らせる支援と空き家の利活用を推進します2 

2-3 施策の方向性 公共インフラの持続的な整備・維持・活用

地域の暮らしを支える安全・快適な道路の整備を図ります1 

地域の実情に応じた持続可能な移動手段の確保を図ります2 

安全・安心な下水道サービスの提供と適正な施設管理を推進します3 

災害に備えた安全・安心な暮らしの実現2-4 施策の方向性

災害への備えと暮らしの安全確保を図ります1 

地域防災力の強化と防災・消防体制の安定的な維持・充実を図ります2 

宇陀市ハザードマップ

大宇陀地域を運行するかぎろひバスの車両

移住体験施設「じゆうだハウス」

ほんのりあんどんの風景
（宇陀市松山重要伝統的建造物群保存地区内）

目指す
まちの姿
１１ 健幸なまち

施策の方向性

1-1 施策の方向性 「健幸都市 “ウェルネスシティ宇陀市”」の実現

健康づくり活動による元気人口の増加を図ります1 

高齢者の健康寿命の延伸を図ります2 

感染症への備えを強化し、健康的な生活を守ります3 

1-2 施策の方向性 みんなの幸せを支える福祉環境づくり

すべての人が自分らしく暮らせるまちを実現します1 

つながりを生かした支え合いの地域福祉を推進します2 

暮らしに寄り添う医療費助成の活用を推進します3 

1-3 施策の方向性 結婚・出産・子育て世代への魅力ある支援の充実

質の高い支援で子育てしやすいまちづくりを推進します1 

こどもの健やかな育ちと学びを支援します2 

妊娠から出産・子育てまで切れ目ない支援を充実します3 

地域医療体制の充実1-4 施策の方向性

持続可能な医療提供体制の確保とICTの活用を図ります1 

医療・介護・福祉の切れ目ない連携を推進します2 

宇陀市の将来性を実現するため、6つの目指すまちの姿を定めています。

うだケアネット・うだ健幸プラザのイメージ

「認知症サポーターキャラバン」マスコット：ロバ隊長

宇陀市産の木のぬくもりに包まれる園舎

宇陀市立病院による訪問診療の様子
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目指す
まちの姿
44 生涯輝くまち

施策の方向性

児童生徒の生きる力と社会性の育成を図ります1 

安心して学べる教育環境を整備します2 

4-2 施策の方向性 子どもたちの教育環境の充実

4-1 施策の方向性 人権を大切にする共生のまちづくりの実現

多様性と人権が尊重される地域づくりを推進します1 

ジェンダー平等により誰もが対等に参画できる社会を実現します2 

多様な働き方と暮らしの両立を支援します3 

4-3 施策の方向性 多様な学びの場の整備・充実

生涯にわたり学びを楽しむ環境を整備します1 

地域ぐるみで子どもの育ちや学びを支える環境づくりを推進します2 

スポーツ・芸術・文化の振興4-4 施策の方向性

健康と交流を育むスポーツを推進します1 

生きがいと交流を育む文化・芸術活動を推進します2 

菟田野人権フェスティバル ・ 部落解放文化祭

図書館フェスティバルの様子

宇陀シティマラソン

目指す
まちの姿
33 活力あるまち

3-1 施策の方向性 地域資源の保全及び産業と連携した活用

歴史と文化を活かした地域の魅力づくりを推進します1 

地域の魅力ある特産品や資源を「宇陀ブランド」として価値向上と発信を図ります2 

3-2 施策の方向性 地域の産業の発展を担う次世代の人材の確保や育成

3-3 施策の方向性 基幹産業である農林業の再生・活性化

商工業の再生・活性化3-4 施策の方向性

観光戦略の推進3-5 施策の方向性

地域に活力をもたらす多様な人材の発掘と育成を図ります1 

地域特性を生かした農地の活用と農業基盤の強化を図ります1 

農林業の担い手確保と経営力の強化を図ります2 

地場産品の高付加価値化と販路拡大を図ります3 

森林資源の循環活用と適正管理を推進します4 

駅前を人と人がつながる交流拠点として活性化を図ります1 

地元事業者の成長支援と事業承継を促進します2 

地域に根差す産業の創出と企業誘致を推進します3 

地域資源を活かした魅力ある観光地づくりを推進します1 

滞在・交流を促す観光による関係人口の創出を図ります2 

効果的な観光プロモーションと地域の魅力を伝える情報発信を推進します3 

施策の方向性

宇陀松山城主要部復元CG

空き家・空き店舗の活用事例

宇陀市での新規就農者

榛原駅前交流施設じゆうだテラス

宇陀川沿いの桜ライトアップ
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地域力を
発揮するまち

目指す
まちの姿
66

施策の方向性

6-2 施策の方向性 健全な行政運営の推進

6-3 施策の方向性 広域行政の推進

6-1 施策の方向性 市民と行政の協働のまちづくり

戦略的な情報発信と市民との双方向コミュニケーションを推進します1 

協働による持続可能な地域づくりを推進します2 

利用者目線に立った親切な行政サービスを提供します1 

変化に強い柔軟で効率的な行政運営を確立します2 

中長期を見据えた財政の健全化と最適化を図ります3 

広域連携による行政サービスの向上を図ります1 

地域力の再生・強化6-4 施策の方向性

市民主体によるまちづくりへの継続的支援を行います1 

宇陀市と市民の双方向のコミュニケーションツール 2020年に日本遺産に認定された室生寺とそのロゴマーク

宀一山　室生寺
べんいちさん むろうじ

宇陀市連合自治会と市長との意見交換会

まちづくり協議会主催の芋掘り大会

目指す
まちの姿
55 自然豊かなまち

5-1 施策の方向性 豊かな自然環境の保全・活用

未来へつなぐ自然環境の保全と共生を図ります1 

施策の方向性

5-2 施策の方向性 生活環境の整備・充実

環境にやさしい資源循環と処理体制の広域化を推進します1 

すこやかな暮らしを支える生活環境を整備します2 

5-3 施策の方向性 公園・緑地の整備・活用

にぎわいと癒しの公園・緑地空間を創出します1 

脱炭素まちづくりセミナーの実施風景

平成榛原こどものもり公園 ワールドメイプルパーク奈良カエデの郷ひらら

豊かな自然に囲まれた宇陀市（額井岳）
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